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 背景：体外衝撃波治療は臨床で広く用いられている。近年、低出力体外衝撃波は、in	 vitroにおいてHUVECs









方法：	 76	 匹のラットを以下の4	 群に分けた：Sham群（椎弓切除のみ、脊髄損傷なし）、Sham-SW群（椎弓切
除後に低出力衝撃波を照射）、SCI群（椎弓切除後に脊髄損傷を作製）、SCI-SW群（脊髄損傷後に低出力衝撃
波を照射）。重錘落下式脊髄損傷作製装置New	 York	 University	 Impactorで第10胸椎レベルに脊髄損傷モデル
を作製した。低出力衝撃波を損傷部の皮膚直上から週3回、3週間照射した。運動機能評価として、損傷後42	 日
間の運動機能をBBB	 score（Basso,	 Beattie	 and	 Bresnahan	 score）を用いて評価した。損傷後7	 日目と42	 日
目の組織傷害をHE染色で評価した。損傷後42	 日目の神経細胞数をNeuN染色で評価した。損傷後	 7	 日目、21	 日
目の脊髄組織でVEGFとその受容体Flt-1、BDNFとその受容体TrkBのmRNAの発現をRT-PCR	 法で評価した。損傷後
7	 日目のVEGF染色でVEGFの発現を評価した。	 
結果：Sham群、Sham-SW	 群ともにBBB	 scoreは低下しなかった。SCI-SW群ではSCI群に比べ、損傷後28	 日目、




考察および結語：本研究では、脊髄損傷に対する低出力体外衝撃波が VEGF と BDNF を有意に増加させた。さ
らに神経細胞の減少を抑制し運動機能を有意に改善させた。したがって低出力体外衝撃波治療は、VEGF や BDNF
の発現を促進し、その神経保護効果によって運動機能を改善したと考えられた。低出力体外衝撃波治療は脊髄
損傷の有効な治療法となる可能性がある。 
